
図
書
寮
本

『
類
衆
名
義
抄
』

と

観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
』
の
記
載
内
容
の
比
較

|
|
和
訓
と
字
体
注
記
に
注
目
し
て
|
|

田

村

夏

議己

目

次

一
、
は
じ
め
に

二
、
観
知
日
院
本
に
増
補
さ
れ
た
漢
字
項
目
の
和
訓
に
つ
い
て

三
、
観
智
院
本
に
受
け
継
が
れ
た
字
体
と
字
体
注
記
に
つ
い
て

ー
、
図
書
寮
本
の
出
典
名
に
よ
る
比
較

2
、
図
書
寮
本
の
字
体
注
記
の
種
類
に
よ
る
比
較

四
、
ま
と
め

一
、
は
じ
め
に

「
類
緊
名
義
抄
」
は
院
政
期
に
成
立
し
た
漢
和
辞
書
で
あ
り
、
原
撰
本
系
統
と
改
編
本
系
統
の
二
系
統
が
存
す
る
。
原
撰
本
系
統
の
図
書

寮
本
は
、
院
政
期
(
康
和
四
年
ご
一

O
一
一
)
以
降
)
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
全
体
の
五
分
の
一
程
度
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
零
本
で
あ
る
。
出

典
文
献
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
仏
典
関
係
の
熟
語
が
集
成
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
改
編
本
系
統
に
属
す
る
唯
一
の
完
本
で
あ
る
観
智
院
本
は
、

複
数
回
の
転
写
を
経
て
鎌
倉
時
代
中
期
(
建
長
三
年
二
二
五
ご
以
降
)
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
異
体
字
が
大
量
に
増
補
さ
れ
る
と
い

図
書
寮
本
『
類
緊
名
義
抄
』
と
観
智
院
本
「
類
衆
名
義
抄
』
の
記
載
内
容
の
比
較

九



倉

時

う
特
色
が
み
ら
れ
る
。
観
智
院
本
で
は
、
図
書
寮
本
に
比
べ
て
単
字
を
標
出
字
と
す
る
も
の
が
増
え
た
こ
と
、
和
訓
が
万
葉
仮
名
か
ら
片
仮

名
へ
変
わ
っ
た
こ
と
、
和
訓
の
配
列
順
序
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
変
化
は
、
実
用
的
な
辞
書
へ
と
改
編
さ
れ

た
た
め
、
ま
た
編
纂
し
た
僧
侶
の
宗
派
の
違
い
に
よ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

漢
字
の
字
体
に
関
し
て
は
、
図
書
寮
本
で
は
出
典
と
の
比
較
が
行
わ
れ
て
お
り
、
『
干
禄
字
書
」
(
唐
の
七
七
四
年
編
集
)
の
記
載
の
大
部
分

が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
図
書
寮
本
に
引
用
さ
れ
た
『
新
訂
一
切
経
類
音
』
(
唐
初
期
成
立
)
の
記
載
内
容
か
ら
、

(7) 

こ
の
逸
書
の
内
容
の
解
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
玄
応
一
切
経
音
義
』
(
唐
の
六
五

O
年
頃
成
立
)
の
字
体
に
関
す
る
注
記
の
う
ち
、
「
又

(
8
)
 

作
」
「
或
作
」
等
の
注
記
を
伴
う
記
載
が
図
書
寮
本
に
比
較
的
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
観
智
院
本
で
は
漢
字
字
体

の
出
典
の
推
定
が
行
わ
れ
て
お
り
、
図
書
寮
本
を
手
が
か
り
に
し
て
『
干
禄
字
書
」
と
比
較
さ
れ
て
い
(
ね
。
ま
た
記
載
形
式
の
類
似
性
に
よ

(
叩
)

り
、
「
龍
禽
手
鑑
』
(
遼
の
九
九
七
年
成
立
)
が
観
智
院
本
の
出
典
の
一
つ
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
漢
字
字
体
に
関
す
る
図
書
寮
本
と
観
智
院
本
の
関
係
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
和
訓
と
字
体
注
記
に
注
目
し
て

両
辞
書
の
記
載
を
比
較
し
、
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
辞
書
が
改
編
さ
れ
た
の
か
を
解
明
し
て
い
き
た
い
。

鎌

代

語

研

究

九

二
、
観
智
院
本
に
増
補
さ
れ
た
漢
字
項
目
の
和
訓
に
つ
い
て

図
書
寮
本
に
は
、
水
部
か
ら
衣
部
ま
で
の
一
七
部
首
に
属
す
る
漢
字
の
記
載
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
図
書
寮
本
の
す
べ
て
の
記
載
と
、
観
智

院
本
の
図
書
寮
本
に
対
応
す
る
十
七
部
首
に
属
す
る
記
載
と
を
比
較
す
る
。
あ
る
漢
字
に
つ
い
て
音
・
和
訓
・
漢
文
注
・
異
体
字
・
字
体
注
記
・

熟
語
な
ど
を
記
し
た
一
つ
な
が
り
の
記
載
の
こ
と
を
一
つ
の
「
漢
字
項
目
」
と
と
ら
え
る
。
両
辞
書
に
対
応
す
る
漢
字
項
目
が
あ
る
か
ど
う

か
を
比
較
し
、
図
書
寮
本
の
一
八
一
七
項
目
と
、
観
智
院
本
の
五
三
一

0
項
目
と
の
関
係
を
、
次
の
三
つ
に
分
類
し
た
。

A
、
観
智
院
本
の
み
に
漢
字
項
目
が
あ
る
も
の

B
、
図
書
寮
本
と
観
智
院
本
に
、
対
応
す
る
漢
字
項
目
が
あ
る
も
の



c、
図
書
寮
本
の
み
に
漢
字
項
目
が
あ
る
も
の

両
辞
書
の
記
載
内
容
の
関
係
を
類
型
化
し
て
、
表
1
に
示
す
。
ま
た
用
例
数
を
表
2
に
示
す
。
さ
ら
に
具
体
的
な
漢
字
の
例
を
模
写
に
よ

っ
て
示
す
。
(
用
例
中
の
対
象
字
は
口
で
囲
み
、
両
辞
書
に
複
数
の
対
応
す
る
字
体
が
あ
る
場
合
は
同
じ
番
号
を
付
す
。
)

〈表 1>両辞書の

対応関係のパターン(1)

A
、
「
混
」
字

分類 図 観|

A × • B • • C • × 

【
図
】
(
ナ
シ
)

【観】

園

. 漢字項目がある

× 対応する漢字項目がない7]<.. 
)b 

〈表2>両辞書の対応関係(1)

分類 用 例 数(%)

A 3544 (66.1) 
5310(99.0) 

B 1766(32.9) 

C 51(1. 0) 

合計 5361 (100) 

(
観
、
法
上
三
三
・
二

図
書
寮
本
『
類
爽
名
義
抄
』
と
観
智
院
本
「
類
衆
名
義
抄
」
の
記
載
内
容
の
比
較

九
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B
、
「
演
」
字

【図】

一
三
一
広
ム
引
・
中
ゑ
以
没
メ
敷
:
宴
云
/
長
、
延
‘
水
門
、

仁

W
」
也
領
、
布
、
.
丞
禾
長
流
、
引
、
湖
、
ノ
バ
ノ
ヴ
易
℃
ク
・
退

(
図
、
四
三
・
五
)

【観】

園

ウ・・7

オ
ホ
イ
ナ
リ
ナ
力
シ

メ
ク
ル
永
エ
ン
・

(
観
、
法
上
二
九
・
七
)

c、
「
淀
」
字

【図】

伊佐図
-rN
ゑ
足

カ
メ
.

(
図
、
三
四
・
こ

【
観
】
(
ナ
シ
)

A
が
三
五
四
四
例
(
六
六
%
)
あ
り
最
も
多
い
。
こ
れ
は
観
智
院
本
で
増
補
さ
れ
た
漢
字
項
目
で
あ
る
。

B
は
一
七
六
六
例
(
三
三
%
)
あ

り
、
図
書
寮
本
か
ら
観
智
院
本
へ
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
最
も
少
な
い
の
は
C
の
五
一
例
(
一
%
)
で
あ
り
、
図
書
寮
本
に
は
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
観
智
院
本
で
は
削
除
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
観
智
院
本
に
増
補
さ
れ
た
漢
字
項
目

(A)
の
性
質
と
、
図
書
寮
本
か
ら
観
智
院
本
に
受
け
継
が
れ
た
漢
字
項
目

(B)
の
性
質

の
違
い
を
、
和
訓
の
有
無
に
注
目
し
て
見
る
こ
と
に
す
る
。
用
例
数
を
表
3
に
示
す
。
ま
た
グ
ラ
フ

1
に
、
和
訓
の
な
い
漢
字
項
目
(
斜
線
の

部
分
)
が
全
体
の
ど
の
程
度
を
占
め
て
い
る
の
か
を
示
す
。
さ
ら
に
具
体
的
な
漢
字
の
例
を
示
す
。



〈表3>観智院本における和訓の有無

分類 観に和訓なし 観に和訓あり 合計(%)

A 2530 (71. 4) 1014(28.6) 3544 (00) 

B 340(19.3) 1426(80.7) 1766 (100) 

合計 2870(54.0) 2440 (46.0) 5310(100) 

〈グラフ1>観智院本における和訓の有無

4000 (例)

口和司|あり~和司!なし

図
書
留
訳
本
『
類
爽
名
義
抄
』
と
観
智
院
本
「
類
爽
名
義
抄
」
の
記
載
内
容
の
比
較

3000 2000 1000 。

A 

B 

六
九
五



A
(
和
訓
な
し
)

「
誌
」
字

「
激
」
字

「
演
」
字

A
(
和
訓
あ
り
)

「
狩
」
字

「
詩
」
字

「
漁
」
字

B
(
和
訓
な
し
)

「
沌
」
字

【図】
【観】

鎌

倉

時

語

研

りh
7L 

代

六
九
六

因
ム
走

悶
幽
俗
図
字

園
長
流
見
メ
/
園
女
園
£
囲
俗

(
観
、
法
上
三
二
・
二
)

(
観
、
法
上
一
八
・
六
)

(
観
、
法
上
一
六
・
五
)

圏園固

?3fl 
キメと誓
ヨえし ι;鍛ザ;
;ιI 
/'"リ

フ
カ
シ

(
観
、
法
上
三

0
・
二
)

(
観
、
法
上
三
三
・
七
)

メ余
4谷

(
観
、
法
上
九
・
五
)

沼

μ
料
腕
去
I

図

L

(
図
、
三

0
・
五
)

(
観
、
法
上
四

0
・
八
)



B 

(
和
訓
あ
り
)

「
湖
」
字

【図】

「
州
間
半
リ
川
ご
伺
・
1
h
f
美

大

池

、

・

雪

合

、

持

州

市川」

4
2美

J
荷
主
1

・

音

寺

3

図
、
四
二
・
六
)

【観】

困
γJ.-

ミ胡

水・
4
目、、

(
観
、
法
上
二
四
・
七
)

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
観
智
院
本
に
増
補
さ
れ
た
漢
字
項
目
(
A
)
の
七
一
%
に
は
、
和
訓
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

書
寮
本
か
ら
観
智
院
本
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
漢
字
項
目

(
B
)
で
和
訓
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
一
九
%
に
す
ぎ
な
い
。
観
智
院
本
に
お

い
て
新
た
な
種
類
の
漢
字
を
増
補
す
る
際
に
は
、
和
訓
を
記
さ
な
い
漢
字
項
目
が
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
和
訓
を

記
す
必
要
の
あ
る
よ
う
な
よ
く
使
用
さ
れ
る
漢
字
は
、
す
で
に
図
書
寮
本
の
段
階
で
収
録
さ
れ
て
お
り
、
観
智
院
本
で
は
さ
ら
に
特
殊
な
漢

字
が
増
補
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

和
訓
の
記
さ
れ
て
い
な
い
漢
字
項
目
の
注
記
に
は
、
音
の
み
記
す
も
の
、
字
体
と
字
体
注
記
を
記
す
も
の
、
音
と
意
義
と
字
体
と
字
体
注

記
を
記
す
も
の
な
ど
が
あ
り
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
注
記
の
性
質
は
、
出
典
文
献
の
記
載
形
式

一
方
、
図

を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

増
補
さ
れ
た
漢
字
の
う
ち
異
体
字
の
み
を
記
す
項
目
で
は
、
「
激
」
字
の
例
の
よ
う
に
注
記
中
に
正
字
「
飲
」
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
見

ら
れ
る
。
こ
の
正
字
を
手
が
か
り
に
し
て
、
他
の
部
首
(
「
飲
」
の
場
合
は
「
食
」
部
)
を
検
索
し
、
最
終
的
に
異
体
字
の
和
訓
や
意
義
を
知
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
別
の
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
引
く
た
め
の
参
照
項
目
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
も
の
だ
と
言
え
る
。

異
体
字
か
ら
も
漢
字
を
引
く
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
し
か
も
和
訓
な
ど
の
同
じ
記
載
を
二
重
に
記
さ
ず
に
す
む
と
い
う
工
夫
が
な
さ
れ
て
い

る。

図
書
寮
本
『
類
爽
名
義
抄
』
と
観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
』
の
記
載
内
容
の
比
較

六
九
七
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三
、
観
智
院
本
に
受
け
継
が
れ
た
字
体
と
字
体
注
記
に
つ
い
て

六
九
八

図
書
寮
本
に
複
数
の
字
体
が
字
体
注
記
を
伴
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
場
合
、
観
智
院
本
で
は
そ
れ
を
ど
の
程
度
受
け
継
い
で
い
る
の
か
比
較

す
る
。
ま
ず
両
辞
書
の
記
載
内
容
の
対
応
関
係
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
る
た
め
に
、
先
の
A
、
B
の
分
類
の
下
位
分
類
を
次
の
よ
う
に
行
っ
た
。

そ
し
て
図
書
寮
本
に
複
数
の
字
体
が
記
さ
れ
て
い
る
B
3
、
B
4
の
用
例
に
着
目
す
る
こ
と
に
し
た
。

A
「

A
1
、
観
智
院
本
に
増
補
さ
れ
た
漢
字
項
目
に
は
、
二
子
体
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の

戸

A
2
、
観
智
院
本
に
増
補
さ
れ
た
漢
字
項
目
に
は
、
複
数
の
字
体
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の

B
「

B
1
、
図
書
寮
本
に
は
一
字
体
が
記
さ
れ
、
観
智
院
本
に
も
一
字
体
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の

一
B
2
、
図
書
寮
本
に
は
一
字
体
が
記
さ
れ
、
観
智
院
本
に
は
複
数
の
字
体
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の

一
B
3
、
図
書
寮
本
に
は
複
数
の
字
体
が
記
さ
れ
、
観
智
院
本
に
は
一
字
体
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の

戸

B
4
、
図
書
寮
本
に
も
観
智
院
本
に
も
、
複
数
の
字
体
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の

両
辞
書
の
記
載
内
容
の
関
係
を
類
型
化
し
て
、
表
4
に
示
す
。
ま
た
用
例
数
を
表
5
に
示
す
。
さ
ら
に
具
体
的
な
漢
字
の
例
を
示
す
。

内正ンタ，，
 の

の
係

書

関

辞

応

両

対

局
斗表

分類 図 観

A1 O 
一 × 
A2 。
B1 O 

O 
B2 。
B3 O 

O 
B4 。
C O × 

複数の字体の漢字を記す

一字の漢字を記す

対応する漢字項目がない
。。×

〈表5)両辞書の対応関係(2)

分類 用 例数(%)

A1 2029 (37.8) 

A2 1515(28.3) 

B1 625(11.6) 

B2 502 ( 9.4) 

B3 131(2.4) 
639 (11. 9) 

B4 508(9.5) 

C 51( 1.0) 

合計 5361(100) 



A
1
、
「
深
」
字

【
図
】
(
ナ
シ
)

【観】

A
2
、
「
津
」
字

【
図
】
(
ナ
シ
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・
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、
「
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・
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シ
マ
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シ
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一
倒
利
一
ム

引
い
十
ケ
ム
戒
処
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L
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I
2
/
仁机」

(
観
、
法
上
三
六
・
三
)

図
書
寮
本
『
類
爽
名
義
抄
』
と
観
智
院
本
「
類
緊
名
義
抄
』
の
記
載
内
容
の
比
較

六
九
九



B
3
、
「
決
」
字

【図】
【観】

B
4
、
「
渓
」
字

【図】
【観】

鎌

語

七
O
O

研

倉

時

究

代

図家
行困
レ:J...

2ffえ
らル B艮

図
千千
五ゑ

」ニ

(
図
、
六
五
・
七
)

(
観
、
法
上
二

0
・
二
)

図図
圏

干
ゑ
よ
迫
・
た
云
苦
笑
d

へ
水

注
λ

爪
回
総
・
真
ケ
リ
4

(
図
、
五
八
・
六
)

字合
J J.旦

子園
三字

芝、苦

(
観
、
法
上
一
九
・
六

B
3
、
B
4
に
属
す
る
も
の
六
三
九
例
の
う
ち
、
図
書
寮
本
に
漢
字
の
出
典
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
字
体
注
記
が
記
さ
れ
て
い
る
漢

字
四
八
四
字
を
取
り
上
げ
る
。
出
典
名
と
字
体
注
記
の
種
類
と
い
う
こ
つ
の
観
点
に
着
目
し
て
、
ど
の
よ
う
な
性
質
の
漢
字
が
図
書
寮
本
か

ら
観
智
院
本
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
か
見
て
い
く
。
こ
こ
で
は
「
或
作
非
也
」
の
よ
う
に
「
非
」
を
含
む
字
体
注
記
の
記
さ
れ
た
漢
字

は
、
異
体
字
と
は
性
質
の
異
な
る
校
異
を
示
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
調
査
対
象
か
ら
除
い
て
い
る
。

l
、
図
書
寮
本
の
出
典
名
に
よ
る
比
較

ど
の
出
典
か
ら
引
用
さ
れ
た
字
体
が
、
観
智
院
本
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
の
か
を
見
る
。
対
応
す
る
字
体
が
あ
り
字
体
注
記
の
種

類
も
一
致
し
て
い
る
も
の
を
、
記
載
内
容
が
最
も
よ
く
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
と
ら
え
る
。
表
6
に
用
例
数
を
示
す
。
表
中
に
は
出
典
名
を

略
称
で
記
し
、
書
名
は
後
に
ま
と
め
て
記
す
。
ま
た
具
体
的
な
漢
字
の
例
を
示
す
。



〈表6>出典別に見た受け継がれ方の遣い

観に字体あり 観に字体あり 観に対応する
合計

出典名 字体注記一致 字体注記なしか 字体なし

(%) 異なる
(%) 

干 79(58.5) 41 15 135 (100) 

類 22 (71.0) 6 3 31 (100) 

応 15(13.9) 40 53 108 (100) 

玉 13(39.4) 10 10 33 (100) 

紡 8 (36. 4) 11 3 22 (100) 

1頂 7 (41. 2) 3 7 17 (100) 

東 6(22.2) 8 13 27 (100) 

弘 4(57.1) 2 1 7 (100) 

真 4 (14.8) 12 11 27 (100) 

中 3(15.8) 10 6 19 (100) 

益 2(33.3) 3 6 (100) 

慈 2(22.2) 4 3 9 (100) 

宋 2(14.3) 5 7 14 (100) 

季 1 (100) 。 。 1 (100) 

憲 1(50.0) 1 。 2 (100) 

虞 1(33.3) 2 。 3(100) 

公 1(10.0) 6 3 10 (100) 

信 1( 7.7) 5 7 13 (100) 

合計(%) 172(35.5) 169(34.9) 143(29.6) 484 (100) 

「
干
」
は
干
禄
字
書
、
「
類
」
は
一
切
経
類
音
、
「
応
」
は
玄
応
一
切
経
音
義
、
「
玉
」
は
玉
篇
、
「
紡
」
は
蒋
紡
切
韻
、
「
順
」
は
和
名
類
緊
抄
(
源
順

撰
)
、
「
東
」
は
東
宮
切
韻
、
「
弘
」
は
家
隷
万
象
名
義
(
弘
法
大
師
空
海
撰
)
、
「
真
」
は
真
興
音
義
、
「
中
」
は
中
算
法
華
経
釈
文
、
「
益
」
は
大
広
益

会
玉
篇
、
「
慈
」
は
慈
恩
法
華
音
訓
、
「
宋
」
は
宋
韻
、
「
季
」
は
季
綱
切
韻
、
「
憲
」
は
明
憲
か
源
為
憲
か
の
音
義
、
「
鹿
」
は
広
韻
、
「
公
」
は
大
般

若
経
字
抄
(
藤
原
公
任
撰
)
、
「
信
」
は
信
行
音
義
の
略
称
で
あ
る
。

図
書
寮
本
『
類
緊
名
義
抄
』
と
観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
』
の
記
載
内
容
の
比
較

七
O 



鎌

倉

時

語

研

。h
7u 

七
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代

〈
漢
字
字
体
と
字
体
注
記
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
例
〉

「
法
」
字

【図】
【観】

「
洗
」
字

【図】
【観】

d
iメ

ぽ
駒
園
芸
引
町
漏
出
頬
云
引
閉
出
数

d

話器す

d
凶
方
え
メ
神
凶
ぽ

λ

引
/
品
凶
削
留
置
引

(
図
、
四
・
五
)

(
観
、
法
上
一
・
四
)

目立困

liful 柔

当ぽ
留

df 

fぱ
図

一
六
・
四
)

園古

(
観
、
法
上
三
・
三
)

図
書
寮
本
に
記
さ
れ
た
出
典
の
種
類
に
よ
り
、
観
智
院
本
へ
記
載
内
容
が
受
け
継
が
れ
る
頻
度
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
。
「
一
切
経
類
音
(
類
)
』

を
出
典
と
す
る
字
体
は
一
三
例
中
二
二
例
(
七
一
%
)
、
「
干
禄
字
書
(
干
)
』
を
出
典
と
す
る
字
体
は
一
三
五
例
中
七
九
例
(
五
九
%
)
と
、
過

半
数
が
観
智
院
本
に
字
体
注
記
も
含
め
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
一
方
、
「
玄
応
一
切
経
音
義
(
応
)
』
を
出
典
と
す
る
記
載
は
、
一

O
八
例
中

一
五
例
こ
四
%
)
し
か
字
体
と
字
体
注
記
が
受
け
継
が
れ
て
い
な
い
。

「
法
」
字
の
例
で
は
、
図
書
寮
本
の
「
一
切
経
類
音
』
を
出
典
と
す
る
字
体
と
字
体
注
記
が
、
観
智
院
本
に
も
ほ
ぽ
そ
の
ま
ま
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
久
的
。
「
洗
」
字
の
例
で
は
、
「
洗
」
と
「
酒
」
の
関
係
を
、
『
東
宮
切
韻
』
で
は
「
又
作
酒
」
と
し
、
「
干
禄
字
書
』
で
は
「
並

正
」
と
し
、
「
玉
篇
」
で
は
「
今
為
洗
字
」
と
し
、
『
蒋
紡
切
韻
』
で
は
「
|
(
酒
)
俗
」
と
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
列
挙
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
が
観
智
院
本
で
は
、
「
並
正
」
と
い
う
「
干
禄
字
書
」
の
字
体
注
記
の
み
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



2
、
図
書
寮
本
の
字
体
注
記
の
種
類
に
よ
る
比
較

図
書
寮
本
の
字
体
注
記
の
種
類
に
よ
っ
て
、
観
智
院
本
へ
の
受
け
継
が
れ
方
に
差
が
あ
る
か
を
見
る
。
表
7
に
用
例
数
を
示
す
。

〈表7>字体注記別に見た受け継がれ方の違い

体図の種注の記類字
観に字体あり 観に字体あり 観に対応する

合計
字体注記一致 字体注記なしか 字体なし

(%) 異なる (%) 

俗 49 (61.3) 21 10 80(100) 

正 40(56.3) 20 11 71 (100) 

通 28(50.9) 18 9 55(100) 

又(亦) 19 (19.2) 35 45 99(100) 

古 14(28.6) 17 18 49(100) 

或 10(17.9) 15 31 56(100) 

同 7(15.6) 24 14 45 (100) 

メ-合7" 5(17.2) 19 5 29(100) 

合計(%) 172(35.5) 169 (34.9) 143 (29 .6) 484(100) 

図
書
寮
本
の
字
体
注
記
の
種
類
に
よ
り
、
観
智
院
本
へ
記
載
内
容
が
受
け
継
が
れ
る
頻
度
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
。
「
俗
」
は
八

O
例
中
四
九

例
(
六
一
%
)
、
「
正
」
は
七
一
例
中
四

O
例
(
五
六
%
)
、
「
通
」
は
五
五
例
中
二
八
例
(
五
一
%
)
が
、
観
智
院
本
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

図
書
寮
本
「
類
緊
名
義
抄
』
と
観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
の
記
載
内
容
の
比
較

七
O
三



鎌

倉

時

{~ 

語

研

りh
7L 

七
O
四

方
「
又
(
亦
こ
は
九
九
例
中
一
九
例
ご
九
%
)
し
か
観
智
院
本
に
受
け
継
が
れ
て
い
な
い
。

こ
の
字
体
注
記
の
種
類
に
よ
る
受
ザ
継
が
れ
方
の
違
い
は
、
先
の
出
典
名
別
の
受
け
継
が
れ
方
の
違
い
の
結
果
と
関
連
し
て
い
る
。
例
え

ば
図
書
寮
本
に
お
い
て
『
干
禄
字
書
」
を
出
典
と
す
る
注
記
の
種
類
は
「
通
、
正
、
俗
、
亦
」
が
あ
り
、
合
計
一
三
五
例
あ
る
。
こ
の
う
ち

観
智
院
本
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の
は
「
通
」
が
二
六
例
、
「
正
」
が
二
六
例
、
「
俗
」
が
二
七
例
で
あ
っ
た
。
一
方
、
図
書
寮
本
に
お
い

て
「
玄
応
一
切
経
音
義
」
を
出
典
と
す
る
注
記
の
種
類
は
「
又
(
亦
)
、
或
、
古
、
今
、
同
、
通
、
正
、
俗
」
が
あ
り
、
合
計
一

O
八
例
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
観
智
院
本
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の
は
、
「
又
(
亦
)
」
が
六
例
、
「
或
」
が
四
例
、
「
古
」
が
四
例
、
「
ム
こ
が
一
例
で
あ
っ

た
。
出
典
文
献
に
よ
り
字
体
注
記
の
種
類
が
異
な
り
、
字
体
注
記
の
も
つ
意
味
が
異
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
観
智
院
本
で
は
、
図

書
寮
本
の
字
体
に
関
す
る
記
載
の
う
ち
、
「
干
禄
字
書
」
の
よ
う
な
「
正
」
「
俗
」
「
通
」
の
定
義
を
示
し
た
字
体
辞
書
の
記
載
を
重
視
し
て
い

る
。
そ
し
て
『
玄
応
一
切
経
音
義
」
の
よ
う
な
経
典
の
音
義
書
を
出
典
と
す
る
字
体
の
記
載
は
、
重
視
し
な
い
方
針
を
取
っ
て
い
る
。

四
、
ま
と
め

図
書
寮
本
「
類
東
名
義
抄
」
と
観
智
院
本
『
類
東
名
義
抄
』
の
漢
字
項
目
の
比
較
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

l
、
観
智
院
本
に
増
補
さ
れ
た
漢
字
項
目
の
七
割
に
は
、
和
訓
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

2
、
「
一
切
経
類
音
」
や
『
干
禄
字
書
」
を
出
典
と
す
る
漢
字
字
体
と
字
体
注
記
は
、
図
書
寮
本
か
ら
観
智
院
本
へ
忠
実
に
受
け
継
が
れ
る
傾

向
が
あ
る
。

3
、
「
正
」
「
俗
」
「
通
」
と
い
う
字
体
注
記
は
、
他
の
種
類
の
字
体
注
記
と
比
べ
て
、
図
書
寮
本
か
ら
観
智
院
本
へ
多
く
受
げ
継
が
れ
る
傾
向

が
あ
る
。

観
智
院
本
で
は
、
漢
字
項
目
が
図
書
寮
本
に
比
べ
て
約
三
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ
は
和
訓
を
記
さ
な
い
漢
字
を
も
広
く
取
り
込
み
、

「
情
報
の
集
積
」
を
め
ざ
し
た
結
果
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
、
『
干
禄
字
書
」
に
代
表
さ
れ
る
字
体
注
記
「
正
」
「
俗
」
「
通
」
を
重
視
し
、



そ
れ
以
外
の
注
記
を
削
除
す
る
こ
と
に
よ
る
「
情
報
の
整
理
」
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
情
報
の
集
積
と
整
理
と
い
う
こ
つ
の
目

的
を
共
に
満
た
す
よ
う
な
辞
書
を
め
ざ
し
て
改
編
が
行
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

(
げ
)

観
智
院
本
で
は
、
形
の
似
た
漢
字
を
近
い
箇
所
に
記
す
と
い
う
検
索
の
簡
便
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
も
、
見
出
し
字
が

異
体
字
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
注
記
に
正
字
を
記
す
と
い
う
辞
書
の
実
用
化
に
向
け
て
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
今
後
、

両
辞
書
の
漢
字
字
体
の
詳
細
な
比
較
や
、
図
書
寮
本
経
由
以
外
の
出
典
の
特
定
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
観
智
院
本
の
改
編
の

意
図
を
探
る
必
要
が
あ
る
。

、王(1) 

(
2
)
 

「
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
」
(
勉
誠
社
、
一
九
七
六
)
を
使
用
し
た
。

『
類
衆
名
義
抄
」
(
正
宗
敦
夫
編
、
風
間
書
房
、
一
九
五
五
)
と
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
類
表
名
義
抄
」
(
八
木
書
底
、

た。

(
3
)

『
国
語
学
研
究
辞
典
』
(
佐
藤
喜
代
治
編
、
明
治
書
院
、
一
九
七
七
)
の
「
類
爽
名
義
抄
」
の
項
(
吉
田
金
彦
)
等
に
よ
る
。

(4)

吉
田
金
彦
「
類
緊
名
義
抄
の
展
開
」
(
訓
点
語
と
訓
点
資
料
六
、
一
九
五
六
・
四
)
、
吉
田
金
彦
「
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
の
参
照
文
献
」
(
萎
林

九
・
三
、
一
九
五
八
・
九
)
で
は
、
図
書
寮
本
と
観
智
院
本
の
違
い
が
様
々
な
観
点
か
ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
望
月
郁
子
「
観
智
院
本
『
類
衆
名
義

抄
』
に
お
け
る
原
撰
本
系
和
訓
の
配
置
と
配
列
(
二
、
会
己
」
(
静
岡
大
学
人
文
学
部
人
文
論
集
四
四
・
て
四
四
・
二
、
一
九
九
三
・
七
、
一
九

九
四
・
こ
で
は
、
辞
書
改
編
の
理
由
に
つ
い
て
推
定
さ
れ
て
い
る
。

(
5
)

吉
田
金
彦
「
図
書
寮
本
類
緊
名
義
抄
出
血
(
孜
上
、
中
、
下
一
」
(
訓
点
語
と
訓
点
資
料
二
、
三
、
五
、

九
五
五
・
十
)
で
は
出
典
文
献
の
全
体
像
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(
6
)

西
原
一
幸
「
図
書
寮
本
『
類
衆
名
義
抄
』
所
引
の
『
干
禄
字
書
』
に
つ
い
て
」
(
金
城
国
文
六
三
、

衆
名
義
抄
と
干
禄
字
書
」
(
国
語
学
二
ハ
八
、
一
九
九
二
・
三
)
に
よ
る
。

一
九
七
六
)
を
使
用
し

一
九
五
四
・
八
、

一
九
五
四
・
十
二
、

一
九
八
七
・
三
)
、
池
田
証
寿
「
図
書
寮
本
類

図
書
寮
本
『
類
緊
名
義
抄
」
と
観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
」
の
記
載
内
容
の
比
較

七
O
五



鎌

倉

時

代

語

研

究

七
O
六

(7)

西
原
一
幸
「
図
書
寮
本
『
類
爽
名
義
抄
』
所
引
の
「
類
云
」
と
は
何
か
」
(
『
和
漢
比
較
文
学
研
究
の
諸
問
題
」
、
汲
古
書
院
、

証
寿
「
図
書
寮
本
類
表
名
義
抄
と
類
音
決
」
(
訓
点
語
と
訓
点
資
料
九
六
、
一
九
九
五
・
九
)
に
よ
る
。

(
8
)

山
本
秀
人
・
原
卓
志
「
図
書
寮
本
類
緊
名
義
抄
に
お
け
る
玄
応
一
切
経
音
義
引
用
の
態
度
に
つ
い
て
」
(
鎌
倉
時
代
語
研
究
六
、

に
よ
る
。

(
9
)

杉
本
つ
と
む
「
〈
異
体
字
研
究
〉
と
『
干
禄
字
書
」
」
(
早
稲
田
日
本
語
研
究
二
、
一
九
九
四
・
三
)
、
拙
稿
「
「
干
禄
字
書
」
と
観
智
院
本
『
類
衆

名
義
抄
』
の
比
較
|
図
書
室
『
類
衆
名
義
抄
』
を
介
在
と
し
て
|
|
」
(
国
語
学
研
究
と
資
料
二
て
一
九
九
七
・
一
二
)
、
拙
稿
「
干
禄
字
書
』
と
観
智
院

本
『
類
衆
名
義
抄
」
の
正
字
・
異
体
字
の
比
較
」
(
国
文
学
研
究
二
一
五
、
一
九
九
八
・
六
)
に
よ
る
。

(
叩
)
貞
苅
伊
徳
「
日
本
の
辞
典
」
(
「
漢
字
講
座
2

漢
字
研
究
の
歩
み
」
、
明
治
書
院
、
一
九
八
九
)
、
西
原
一
幸
「
改
編
本
系
『
類
緊
名
義
抄
』
・
『
龍

禽
手
鑑
』
に
み
え
る
「
或
」
お
よ
び
「
或
作
」
の
字
体
注
記
に
つ
い
て
」
(
『
研
究
叢
書
一
一
一
一
日
本
語
論
究
2

古
典
日
本
語
と
辞
書
」
、
和
泉

書
院
、
一
九
九
二
)
、
拙
稿
「
観
智
院
本
「
類
緊
名
義
抄
』
と
「
龍
禽
手
鑑
』
の
正
字
・
異
体
字
の
記
載
の
比
較
」
(
鎌
倉
時
代
語
研
究
二

O
、
一
九

九
七
・
五
)
、
拙
稿
「
観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
」
と
『
龍
禽
手
鑑
』
に
お
け
る
漢
字
字
体
の
記
載
の
比
較
|
|
異
体
字
が
連
続
し
て
記
さ
れ
る
形
式
に
つ
い
て

|
|
」
(
早
稲
田
日
本
語
研
究
六
、
一
九
九
八
・
三
)
に
よ
る
。

(
日
)
拙
稿
「
図
書
寮
本
『
類
衆
名
義
抄
」
と
観
智
院
本
「
類
家
名
義
抄
』
の
漢
字
字
体
の
記
載
の
比
較
」
(
鈴
峯
女
子
短
期
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究

集
報
四
五
、
一
九
九
八
・
二
一
)
で
は
、
両
辞
書
に
お
い
て
共
に
複
数
の
字
体
を
有
す
る
漢
字
項
目
の
比
較
を
行
っ
た
。
な
お
観
智
院
本
は
、
図
書

寮
本
系
統
の
本
を
元
に
し
て
改
編
さ
れ
た
本
の
一
つ
で
あ
る
と
と
ら
え
て
比
較
を
行
う
。

(
ロ
)
こ
れ
は
、
観
智
院
本
の
法
上
・
法
中
に
当
た
る
二
十
部
首
か
ら
、
面
部
・
歯
部
・
色
部
を
除
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
部
首
の
記
載
は
図
書
寮

本
に
は
欠
け
て
い
る
。

(
日
)
本
稿
で
は
、
同
音
同
義
で
あ
り
な
が
ら
字
体
の
異
な
る
複
数
の
漢
字
が
、
辞
書
の
同
じ
項
目
内
に
記
さ
れ
て
い
る
場
合
、
「
正
」
と
い
う
字
体
注

記
を
伴
っ
て
記
さ
れ
る
字
体
を
「
正
字
」
、
「
俗
」
「
通
」
等
の
字
体
注
記
を
伴
っ
て
記
さ
れ
る
字
体
を
「
異
体
字
」
と
と
ら
え
る
。

(M)

「
正
・
俗
」
等
の
よ
う
な
漢
字
の
字
体
に
関
す
る
注
記
の
こ
と
で
あ
る
。
「
作
」
「
非
」
等
は
、
「
正
・
俗
」
等
と
は
性
質
の
異
な
る
も
の
と
し
て
考

〉
え
ヲ
ハ
v

。

(
日
)

一
九
八
八
)
、
池
田

一
九
八
三
・
五
)

C
の
用
例
の
中
に
は
、
観
智
院
本
で
は
他
の
部
首
の
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
る
漢
字
も
あ
り
、
観
智
院
本
全
体
と
し
て
見
れ
ば
完
全
に
削
除
さ
れ
て



い
る
と
は
限
ら
な
い
。

(
凶
)
た
だ
し
、
観
智
院
本
に
は
「
法
今
」
と
い
う
注
記
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
字
体
を
記
す
順
番
が
図
書
寮
本
と
異
な
る
。

(
口
)
酒
井
憲
二
「
類
緊
名
義
抄
の
字
順
と
部
首
排
列
」
(
「
山
田
孝
雄
追
憶
本
邦
辞
書
史
論
叢
」
、
三
省
堂
、
一
九
六
七
)

に
よ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
十
一
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
に
お
け
る
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
小
林
芳
規
先
生
、
山
本
秀

人
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
生
方
に
、
貴
重
な
御
意
見
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

図
書
寮
本
『
類
衆
名
義
抄
』
と
観
智
院
本
『
類
爽
名
義
抄
」
の
記
載
内
容
の
比
較

七
O
七


